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　　　　第2回宇宙開発委員会《定例会議，）議事要旨

孟　日　’時　　　略和47年3月22日㈱

　　　　　　　　午後2時～4時．

。2．・場・所　　　宇宙開発委負会会議室

3識題　’（1）磁％年劇～2月勲ケシ前上げ
　　　　　　　　　翼験の評価について・

　　　　　　　　（2）三際断力につφて

　　　　　　　　　（イ）　ESOとのポストアポロ計画に関する

　　　　　　　　　　書簡の交換について
　　　　　　　　　，伽SR9からの拗提案について’

　　　　　　　唱③そ碗

　　資，料　　　　　／　　　　　一

一委2一1’三盆鞭旨

委2二3’Eρ一白本儲交換励　㌦

委ρ「佃S旦・との協力につ呼∫1匠．

よ出門　　一．’四

　　　　　1　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　竜　　　　　・　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

衡係省庁職員等、

　科学技術庄研究調整局長　　　　　　　　千　葉　　　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　〃　　　一〃　　宇宙開発参事官　　市　瀬　輝　雄，　　　一

纏瀦三連舗外務参鞘　　石川良孝1、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理；戸田）

騨蘇省三田局次長　　　和田敏信
　　　　　　　　　　　　ゴ　　　1代理屠脚

．，警輸省大r官房参事官・。　　　　　　　原‘異♂1暮墓，

　郵政省電波監理局無線通信部長　　　　　大　塚　次　郎

㌦．．’　、　　∫代理：欝』夫・
4　　　　こ　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　、

旧臣官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1代三二入測ン

事務局．L　三　．　　．　　　　　　　　　　　　　・

事学鋪庁轍三局宇宙企脚長園山重導緯
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珍

　　　孟　議事要旨

　　　　（1）前回議事要旨　一　．　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　前回議事要旨漁認された。

　　　　’（2）昭和4－6年度／～2月潮型ケット打王げ実験φ評価につい

　　　　　て．．　　　～　　　．　　　1　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　事跨局かウ資料委2・一2について説明声あり、以下の質疑

@…．・・
　　　　隅：今甲のロ勉批げ実練⑳ては謂髄脚糠
　　　　　　露髄隣嫁もよいのでは加か静う意見もあうたよ

　　　　　一うだが・，ど．うか・㌧

　　　　事務胤：そのような意見もあったが、今1自1も、面R型・砂

　　　　　　トク号御機のみとは嫉》膨め対象となう・ケシゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　打上げ実駿が行なおれており、どの実駿の精呆は却はり技．

　　　　　　繍雑報て審謎れること纏まし吐激たもので

　　　　　　ある。　　　　　　　　　・　　　　　　・　鴨　’
●
　　　　網島：将来に覆いて無財の混乱を避けるためにもその方がよい。

　　　　（3｝1鯉際協力についで　　　　　　　　　一

　　　　　　’事務局から鰹科委2－3委2一仏たよ’つてESC、ESRO、

　　　　　との筋力陽係事務の進捗状況について報告があった後以下の

㍉三郷答力1あっ左？’ D㌧　・’、’一1
　　　　峠1．ESGと聯rとρ縣は・どうなっているカN6，・1、点

’9 @　　　　　　　　　　　　　　＼　 「’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　同意ESCが政策的麟項を扱畑SR・三三究およ醐三

一　　　の実庖を分担していると思われる。両者の事務局負たは重複

　　　　する者硯受けられ・．かなり辮な関係ゆるカ1・両都・’

　　　　乱離にあると両ことではないと思う・軌．‘．
　　　　　ロ　　　　ヘ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

1鵜：ESGとE’SR一・ζの騰は宇細鱗蝕と宇宙醗事

　　　　莱団との関係のようなものか。　　　　　一・

　　事務局：それに似たもあと考えられる。、　　『＼

　　網齢；勺一ロ、ツパとの協力関係に対する県本姿勢はどちか。

　　事態局：出来る限り前白きに進あるよう努力し℃いる。　‘　’

　　八三：園際会議は、出席者の握手から始ま：るし、その意味で将来

、　　　・における交流の．発癬のためのスデツプとじて評価し：てよいと

　　　・櫛。’ン　㌧一　㌦、㍗冒

1喚ヨr叫の宇躍飾る取稚み聯じて昨より
　　．先揺ており・わ鋼線っても考灘なろう・とζろでこ1

　　　　ρESR・原案中研「宇宙酔．発」の謝∫見えないが・入れ’

　　　　た方が内容が明確になる6ではないか。．∫　　　”

事朔検騨て痴態今無料嫌藤棚融
　　㌃一目聯堕嗣を進や∫喝b’・9．一　・

聯こ噸獅嫁あたって縣省庁間の連繊のよ

　　　曾r彬で行鱒・儲庁間で聯交わレて体制を轍る

　　　　ことになるか。　　、　　　．　．　　一一　・‘　．　　’　0
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／

　　　　　　　　　　　　〆　　　．

　　　　事務局・掌融で吋かどう魎回してみないとわからな晦、㌦

　　　　　　十分連絡をとつ、てぐ決めだ’いと考えて硲る。／

　　　　八藤：文部省との関係はどケか。　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　翁痛：囎ρ送受配檎の窓口物を中心として樋話をする’

　　　　’　こζなので特操簡瓶はないと思う。

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　墨島：外回rζの交流に畷しては、窓口を』つに絞る方がよ’いと思う

　　　・．　　り。

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．
　　　1⊥1県：ヂsσとの細細て1証ボス魅噸嬢し郊．

　　　　　　も醸齢しや砿こ郷躰力・ら．の懲によるも曝・

　　・函務局：そのと籾であ（る・NAS照覧介紐，して日野岬

・　’じ入れた履なつふる。・オ・ぐ　・　・
剣6’ @　　．

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　ビ　ノ　ロ　　　　　リ　　　　　リ

　　・山県’＝ESσは既にNASA．どの間〔（定購脈会合を持ってい’る

　　　　　脚本は持って味い．廉が6てこの謙絞鋤ご行掌れ馳．、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　て顯はく坤聯日本べの嚇1撚と呼方野畑

●　つてし面癖㈱ろ・ρ・　’『’・一　ニ
ー山

　　　　ベ　　　　　　　　　ヘ　　コ

　　　賑：潤・r方醐であり慨峰のための検討を勘て喝。

　　亀（4｝宇齢醗委貴会。今後の運営について　　、

　　　　　聯咳調の尊し等琴員会の今後の綜r而，

　　　　説明があPた。　　，，　’　　　・　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　＼　．　　　　『　　　　0　　　　　　　　　一　　一
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フー2ノ

　　　　　∫宇宙醗計画の見直しについて総　　 ジ
　　　　　　　　　　　　　旨七　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

　　’　　－　　一．　．　　　　　階和47年4月5日　一
　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙蘭．発委員会

　　脚45簸四三た宇宙四三‘肝「計剛という・，　＼

如叫計繭焼めるところにより撫しを行なうため・

剛甥脚までに細るζとを目激下認の謙行
．なう‘もρとする・・

　　嵐調の修三三す三四三等に？いては・下記傭

’査を終了したうえで別に定める。

　／　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　　　　　　＾　　『記

．盈・ ﾋ関のr騨す1要騨調脚1、

　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　‘
’i　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
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Ell、1萎3．づ．”　＼

、　　　　1∵　科学技術庁

　　　　　・謝’循壺勃’）●ζ麹．麹多選∴九鋤あ

　　　j

“雌遡捻一i葡描蛙誌面壕鞍懸．～餐鉦幽：鉱』

」雌雛施…勧≧虹．＿愈照照麺乏広一招致麩一

　　　縁一冒ム」一＝一＝L認一＿＿一1ニー＿

　③丞：動脈痴磁一！盛一：一釧飯磁搬幻聴飼L2まD．竺a

’　9・’毛無イ2。・， 　　　　拓一

ll＼ll　　　l．．6．㌧．　．，　　，


